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東
京
都
は
５
月

１
１
日
、
住
宅
金
融

支
援
機
構
の
「
マ
ン

シ
ョ
ン
共
用
部
分

リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
」

を
活
用
し
て
大
規

模
修
繕
工
事
を
実

施
す
る
管
理
組
合

に
利
子
の
１
％
分

を
助
成
す
る
「
マ
ン

シ
ョ
ン
改
良
工
事

助
成
」
の
利
子
補
給

期
間
の
上
限
を
１

０
年
か
ら
２
０
年

に
延
伸
す
る
、
と
発

表
し
た
。
昨
年
１
０

年
、
機
構
は
一
定
の

工
事
を
行
う
場
合

を
従
来
最
長
で
「
１

０
年
以
内
」
だ
っ
た

返
済 

期
間
を
「
２
０

年
以
内
」
に
延
ば
す

融
資
制
度
の
変
更

を
行
っ
て
お
り
利

子
補
給
期
間
の
延

伸
は
、
こ
の
変
更
に

対
応
し
た
も
の
だ
。 

こ
の
た
め
利
子

補
給
の
上
限
が
２

０
年
に
延
伸
さ
れ

る
の
も
、
機
構
が
融

資
期
間
を
延
ば
す

条
件
と
し
た
耐
震

改
修
や
機
械
式
駐
車

場
の
解
体
、
エ
レ
ベ

ー

タ

ー

取

り

替

え
・
新
設
な
ど
「
一

最
大  

年
に
延
伸 

機
械
駐
解
体
工
事
な
ど
対
策 

利
子
補
給 

期

間 
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定
の
工
事
」
を
行
う

場
合
が
対
象
に
な

る
。 機

構
の
融
資
で

返
済
期
間
が
１
１

～
２
０
年
の
融
資

金
利
は
今
年
３
月

の
場
合
、
０
・
７

７
％
。
金
利
は
毎
月

変
わ
る
が
、
こ
こ
数

年
融
資
期
間
が
１

０
年
以
内
の
場
合

は
１
％
以
下
で
推

移
し
て
お
り
、
都
の

助
成
を
受
け
れ
ば
、

利
子
分
は
お
お
む
ね

全
額
賄
え
る
計
算
だ
。 

２
０
２
０
年
度
の

申
し
込
み
受
付
期
間

は
５
月
１
８
日
～
来

年
２
月
１
９
日
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
の
た
め
、原
則
郵
送

で
の
受
け
付
け
と
な

る
。 募

集
戸
数
は
５
０

０
０
戸
。パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
助
成
申
請
書
、申

込
書
の
記
載
事
項
等

は
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
マ
ン
シ
ョ
ン
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
で
公
開

中
。 問

い
合
わ
せ
は
住

宅
政
策
対
策
本
部
マ

ン
シ
ョ
ン
課
☏
０
３

（
５
３
２
０
）
７
５
３

２
へ
。
（
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
新
聞
１
１
３
７

号
） 

「
氏
名
公
表
」
は
厳
禁 

  
居
住
者
が
新
型 

コ
ロ
ナ

感

染 

管
理
組
合
、
ど
う
対
処 

管
理
組
合
に
よ

る
情
報
収
集
に
つ

い
て
、
あ
る
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
士
は
「
管

理
組
合
が
取
り
扱

う
問
題
で
は
な
い
」

と
話
す
。 

「
『
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た

ら
管
理
組
合
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
』

と
住
民
に
お
願
い

す
る
の
は
良
い
が
、

実
際
に
申
告
が
あ

っ
た
場
合
情
報
を
、

ど
う
取
り
扱
う
の

か
」 感

染
者
の
情
報

に
は
氏
名
・
居
住
フ

ロ
ア
・
部
屋
番
号
に

加
え
、
家
族
構
成
な

ど
の
個
人
情
報
が

含
ま
れ
て
い
る
。
場

合
に
よ
っ
て
は
入

院
し
て
い
る
の
か
、

自
宅
で
静
養
し
て

い
る
の
か
と
い
っ

た
病
状
に
関
す
る

情
報
も
寄
せ
ら
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。 

こ
う
し
た
情
報

を
、
ど
こ
ま
で
一
般

に
開
示
す
る
の
か
、

ま
た
理
事
が
知
り
得

た
情
報
に
つ
い
て
非

開
示
と
し
た
情
報
の

秘
匿
を
徹
底
で
き
る

の
か
。
確
か
に
「
情

報
の
取
り
扱
い
」
に

際
し
て
は
難
し
い
問

題
が
あ
る
。 

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
は
、
管
理
組

合
理
事
に
は
法
律
上

『
守
秘
義
務
』
が
課

せ
ら
れ
て
い
な
い
点

も
問
題
視
し
て
い

る
。 「

マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
や
管
理
会
社
の

従
業
員
に
は
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
申
告

を
し
て
も
ら
う
の
な

ら
管
理
会
社
の
方
が

適
任
だ
」
と
し
て
い

る
。 だ

が
現
実
に
は
管

理
組
合
が
特
に
情
報

収
集
を
し
て
い
な
く

て
も
「
居
住
者
が
感

染
し
た
」
と
い
う
事

実
を
知
る
機
会
が
あ

る
。 あ

る
マ
ン
シ
ョ
ン

で
は
「
防
護
服
姿
の

保
健
所
職
員
ら
し
き

人
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に

入
っ
て
き
た
」
と
の

情
報
で
、
図
ら
ず
も

居
住
者
の
感
染
が
発

覚
し
た
と
い
う
。 

こ
う
し
た
ケ
ー
ス

で
は
ど
う
対
応
す
れ

ば
い
い
の
か
。 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
で
も
あ
る 

土
屋
賢

司
弁
護
士
は
ま
ず
、

管
理
組
合
の
「
物
理

的
対
応
」
に
つ
い
て

「
居
住
者
の
感
染
を

知
り
な
が
ら
管
理
組

合
が
共
用
部
分
の
消

毒
な
ど
を
行
わ
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
善

管
注
意
義
務
違
反
に

問
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
と
思
う
」
と
解
説

す
る
。 

２０ 

 

東京都 

共 用 部 分 
リ フ ォ ー ム 融 資 制度変更に対応 

居
住
者
の
感
染
を

受
け
て
管
理
組
合
が

何
ら
か
の
対
応
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
義
務
」
は
な

い
、
と
い
う
考
え
だ
。 

た
だ
し
感
染
者
が

出
た
、
と
い
う
情
報

が
広
ま
る
と
「
管
理

組
合
が
何
も
し
な
い

の
は
お
か
し
い
」
と

指
摘
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
。 

こ
の
指
導
に
対
応

す
る
場
合
共
用
部
分

の
消
毒
を
行
う
な
ど

の
措
置
が
考
え
ら
れ

る
。
土
屋
弁
護
士
に

よ
る
と
「
居
住
者
が

感
染
し
ま
し
た
の
で

共
用
部
分
の
消
毒
を

行
い
ま
す
」
と
必
要

最
低
限
の
情
報
だ
け

を
開
示
し
、
作
業
を

行
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

が
あ
る
。 

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
） 

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
が
感
染
し
た
場
合
、
管
理
組
合
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か―

。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
関
係
者
が
今
、
こ
ん
な
難
問
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
。
居
住
者
が
感
染
し
た
と
し
て
も
管
理
組
合
に
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い

が
、
そ
も
そ
も
管
理
組
合
が
、
そ
う
し
た
情
報
を
積
極
的
に
収
集
し
、
し
か
る
べ
き
措
置

を
施
す
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 
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編集後記： 

新型コロナによる緊急事態宣言で学校の一斉休校、企業のテレワーク、イベント関係、スポーツジム、飲食（接待）関

係の自粛となって社会活動に大きな影響が出ていますが、管理組合にも様々な影響が出ています。総会や理事会、各種

専門委員会の開催ができないことや、管理会社の支援、管理員業務にも影響しているところもあります。この危機を契

機にこれからの活動方法や従来の慣行の見直しが進み、各分野で改革が進み「災いを転じて福となす」となれば新たな

成長のチャンスともなると思われます。先ずは、総会運営、理事会活動のＩＴ化（例えば、電子投票、Ｗｅｂ会議）が

進めば、効率的、機動的な管理組合活動に繋がるのではないかと思います。（吉田） 

 

組
合
・
区
分
所
有
者
に

と
っ
て
は
管
理
の
改
善

を
促
す
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
」

と
答
弁
し
た
。 

自
治
体
が
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
適
正
化
推
進
計

画
を
策
定
し
た
場
合

に
、
当
該
区
域
の
管
理

組
合
が
認
定
を
受
け
ら

れ
る
「
管
理
計
画
」
の

認
定
基
準
、
認
定
を
受

け
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に

つ
い
て
も
尋
ね
た
。 

眞
鍋
住
宅
局
長
は

「
今
後
省
令
等
で
定
め

る
が
、
例
え
ば
長
期
修

繕
計
画
を
策
定
し
て
い

る
、
こ
れ
に
基
づ
く
適

切
な
修
繕
積
立
金
が
設

定
さ
れ
て
い
る
、
管
理

組
合
の
総
会
等
が
適
切

に
開
催
さ
れ
て
い
る
、

な
ど
を
想
定
し
て
い

る
」
と
具
体
的
な
認
定

基
準
を
例
示
。 

認
定
を
取
得
し
た
マ

ン
シ
ョ
ン
は
「
マ
ン
シ

ョ
ン
の
適
正
管
理
に

関
心
が
あ
る
者
を
中

心
に
市
場
で
評
価
を

受
け
る
、
区
分
所
有
者

の
管
理
へ
の
意
識
が

高
く
保
た
れ
管
理
水

準
を
維
持
し
や
す
く

な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
」
と
し
、
「
マ
ン

シ
ョ
ン
の
売
却
・
購
入

予
定
者
だ
け
で
な
く
、

継
続
し
て
居
住
す
る

区
分
所
有
者
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の

だ
と
考
え
て
い
る
」
と

述
べ
た
。 

認
定
取
得
の
誘
因

策
（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
）
に
つ
い
て
も
「
今

後
検
討
し
た
い
」
と
し

た
。 森

尾
隆
委
員
（
立
憲

民
主
）
は
管
理
計
画
の

認
定
基
準
（
第
５
条
の

４
）
の
「
資
金
計
画
」

に
つ
い
て
「『
適
切
な
』

認
定
マ
ン
シ
ョ
ン 

公
表
も
検
討 

４
／
７ 

国
土
交
通 

委

員

会

で

審

議 

管
理
情
報「
見
え
る
化
」
も
促
進 

委
員
会
で
は
８
人

が
質
疑
。
政
府
参
考
人

と
し
て
眞
鍋
純
・
国
交

省
住
宅
局
長
ら
３
人

が
出
席
し
た
。 

清
水
真
人
議
員
（
自

民
）
は
、
改
正
法
案
第

５
条
の
２
に
規
定
さ

れ
る
都
道
府
県
知
事

に
よ
る
管
理
組
合
へ

の
「
勧
告
」
に
つ
い
て
、

「
勧
告
に
従
わ
な
く

て
も
罰
則
規
定
は
な

い
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で

ど

の

程

度

の

効

果
・
効
力
が
発
揮
さ
れ

る
と
見
込
ん
で
い
る

の
か
」
と
た
だ
し
た
。 

眞
鍋
住
宅
局
長
は

「
法
案
の
助
言
・
指

導
・
勧
告
は
強
制
力
の

あ
る
制
度
で
は
な
い
。

罰
則
も
な
い
」
と
認
め

た
上
で
、
「
し
か
し
な

が
ら
、
公
共
団
体
と
い

う
公
的
な
立
場
か
ら

の
指
摘
で
あ
り
、
管
理

適正化法・建替え円滑化法改正案 ４／10参院本会議で可決 
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
・
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
え
円
滑
化
法
の
改
正
法
案
が
４
月
１
０
日
、

参
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
衆
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。
７
日
に
は
国
土
交
通
委
員
会
で
審
議
さ

れ
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
て
い
る
。
審
議
で
は
「
適
切
な
管
理
を
行
う
マ
ン
シ
ョ
ン

が
適
正
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
状
態
に
関
す
る
情
報
の
『
見
え
る
化
』
の
促

進
」
な
ど
、
４
会
派
共
同
提
案
に
よ
る
付
帯
決
議
案
も
可
決
さ
れ
た
。 

と
あ
る
が
、
何
を
も
っ

て
適
切
と
い
う
判
断

を
す
る
の
か
」
と
質

問
。 眞

鍋
住
宅
局
長
は

「
具
体
的
な
修
繕
積

立
金
の
額
な
ど
の
水

準
等
の
詳
細
な
基
準

に
つ
い
て
は
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
の
専
門
家
、

地
方
自
治
体
な
ど
の

意
見
も
踏
ま
え
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
答
え
た
。 

浜
口
誠
議
員
（
国

民
）
も
地
方
自
治
体
に

付
与
さ
れ
た
管
理
組

合
へ
の
「
助
言
・
指
導
」

に
言
及
。
ま
ず
具
体
的

に
ど
ん
な
こ
と
を
管

理
組
合
の
管
理
者
に

行
っ
て
い
く
の
か
た

だ
し
た
。 

眞
鍋
住
宅
局
長
は

「

管

理

規

約

の

策

定
・
見
直
し
、
管
理
者

の
設
置
を
勧
め
る
、
総

会
開
催
の
提
案
、
必
要

に
応
じ
た
補
助
制
度

の
活
用
を
促
す
」
な
ど

の
助
言
を
想
定
し
て

い
る
、
と
述
べ
た
。 

浜
口
議
員
は
管
理

計
画
の
認
定
を
受
け

た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
「
分

か
り
や
す
く
示
す
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
」

と
、
認
定
マ
ン
シ
ョ
ン

の
公
表
に
つ
い
て
も

踏
み
込
ん
だ
。 

眞
鍋
局
長
は
「
認
定

を
受
け
た
マ
ン
シ
ョ

ン
で
あ
る
こ
と
が
マ

ン
シ
ョ
ン
の
供
給
・
流

通
、
あ
る
い
は
管
理
に

関
す
る
事
業
者
、
マ
ン

シ
ョ
ン
購
入
検
討
者

を
は
じ
め
関
係
者
に

周
知
さ
れ
る
こ
と
は

認
定
を
受
け
た
マ
ン

シ
ョ
ン
が
市
場
で
評

価
さ
れ
る
観
点
か
ら

重
要
な
も
の
と
考
え

て
い
る
」
と
答
弁
。 

「
法
律
の
条
文
上

具
体
的
な
規
定
は
な

い
が
、
認
定
を
受
け
た

マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る

こ
と
を
全
国
の
方
が

簡
便
に
知
り
得
る
よ

う
認
定
マ
ン
シ
ョ
ン

の
情
報
を
集
約
し
て

公
表
す
る
方
策
に
つ

い
て
、
認
定
主
体
の
地

方
自
治
体
、
管
理
に
関

す
る
団
体
等
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
、
認
定
マ
ン
シ
ョ
ン

の
公
表
に
前
向
き
な

姿
勢
を
み
せ
た
。
（
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞

１
１
３
５
号
） 

（
前
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き
） 

「
仮
に
『
誰
が
感
染

し
た
の
か
』
と
い
っ
た

情
報
を
知
っ
て
し
ま

っ
た
と
し
て
も
理
事

会
に
は
情
報
を
開
示

す
る
義
務
も
権
利
も

な
い
。
人
権
侵
害
に
も

つ
な
が
る
情
報
を
開

示
す
る
こ
と
は
絶
対

に
で
き
な
い
」 

感
染
者
の
情
報
に

つ
い
て
は
、
同
じ
く
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
士
の

香
川
希
理
弁
護
士
も

「
誰
が
感
染
し
た
、
と

い
う
情
報
を
開
示
す

る
の
は
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
な
ど
の
観
点

か
ら
、
行
う
べ
き
で
な

い
」
と
解
説
す
る
。 

感
染
者
が
ど
の
フ

ロ
ア
に
住
ん
で
い
る

の
か
、
と
い
っ
た
情
報

を
得
ら
れ
た
場
合
、
情

報
の
漏
洩
を
防
ぐ
意

味
で
も
「
共
用
部
分
の

消
毒
を
行
う
際
は
感

染
者
の
入
居
フ
ロ
ア

だ
け
で
な
く
、
全
て
の

フ
ロ
ア
を
対
象
に
す

る
と
い
い
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
る
。
（
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
新
聞
１

１
３
７
号
） 


